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お
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控
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全
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質
問

に
対
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答
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御
指
摘
の
「
全
額
控
除
額
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
よ
り
前
は
、
八
千
円
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
四
年

九
月
二
十
八
日
の
第
八
回
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
に
お
い
て
、
委
員
か
ら

「
生
活
保
護
を
脱
却
す
る
動
機
の
た
め
に
は
勤
労
控
除
を
も
っ
と
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
・
・
・
今
後
大
幅
に

拡
大
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
等
の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日
に
同
部

会
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
、
「
生
活
保
護
受
給
中
の
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
と
し
て
勤
労
控
除
制
度
が
あ
る

が
、
現
在
の
勤
労
控
除
は
一
定
の
効
果
は
あ
る
も
の
の
、
一
層
の
就
労
を
促
す
た
め
に
は
現
在
の
金
額
で
は
不
十
分
と
の
指
摘

も
あ
り
、
増
収
す
る
ほ
ど
に
控
除
率
が
低
下
す
る
仕
組
み
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
・
・
・
こ
の
た
め
、
全
額
控
除
と
な
る
水

準
や
控
除
率
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
「
全
額
控
除
と
な
る
水
準
」
を
大

幅
に
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
第
六
条
の
十
第
二
号
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
提
供

す
る
事
業
所
を
い
う
。
）
に
お
け
る
平
均
工
賃
の
額
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
五
年
八
月
か
ら
一
万
五
千
円
に
増
額



 

２ 

 

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
「
全
額
控
除
と
な
る
水
準
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
十
月
五
日
の
第
十
回
社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護
基
準
部

会
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
「
勤
労
控
除
を
増
加
さ
せ
る
と
、
や
は
り
勤
労
被
保
護
世
帯
の
可
処
分
所
得
は
上
昇
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
ら
、
一
般
低
所
得
世
帯
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
新
た
な
問
題
が
ま
ず
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

と
い
っ
た
発
言
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
を
受
け
ず
に
働
い
て
い
る
低
所
得
者
と
の
公
平
性
の

観
点
等
か
ら
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
御
指
摘
の
「
状
況
等
」
の
具
体
的
に
指
し
示
す
範
囲
が
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
「
物
価
上
昇
率
や
賃
金
上
昇
率
及
び
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ
の
状
況
」
の
み
「
を
踏
ま
え
た
全
額

控
除
額
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


